




















日本産のものはすべて草本で、河畔のヨシ群落に生息
するタチスミレのように背の高くなる例外もあるが、ほと
んどがごく背が低い草である。茎を地表より高く伸ばさ
ないものが多い。葉はハート型か、それを引き伸ばした
ような形をしている。

花茎の中ほどに1対の小苞がつく。花の形は基本的に

はどれもほぼ似ていて、左右対称で、見ただけでスミレ
とわかるものである。花は5弁、そのうち1つが大きく、基
部は後ろに突き出して袋状の部分（距きょ）を作る。多く
は下側の大きい花びらに若干の模様が出る。

果実は朔果（さく）で、熟すると三つに割れ、断面には種
子が並んでいるのが見えるようになる。そのうちに果実
が乾燥して縮み、種子は押し出されて弾け飛ぶ。

種子にはエライオソームと言われる付属物があり、これ
がアリを誘引して、種子散布の助けになると考えられる。

また、閉鎖花をつけるものがよくある。高山のものは黄

色い花をつけ、それ以外のものは紫、青か白系統のも
のが多い。

スミレの語源は昔の大工用具「墨入れ」に由来し、距を
墨入れに見立てたものとしたと云う牧野富太郎の唱え
た説がよく知られているが，異説もある。




